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概要 本学 はMCAS(MicrosoftCertifiedApplicationSpecialist)試 験 の資格取得 を 目

標 に した カ リキ ュラムの授 業を導入 してい る。 教材 はFOM出 版 の 「MCAS公 認 テ キス

ト&問 題集」 を活用 しているが,学 習状況 の結果画面 が画像 データと して出力 され て しま う

システムである。 そのため,学 生 の学習状況管理 は容易 に行 うことができない。 そこで,本

論 は画像処理技術であるテ ンプレー トマ ッチ ングを利用 して,そ の画像データをテキス トデー

タへ変換 し,学 習状況等 を管理す ることができる教育支援 システムの提案 である。
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Abstract Our university has introduced courses as part of a curriculum designed 

to enable students to pass the Microsoft Certified Application Specialist (MCAS) 

qualification tests. We have been using MCAS official text and problem workbooks 

published by FOM. However, one problem in using these textbooks is that, when 

students do on-line study, the learning results are output as image data. For this 

reason, using this system does not allow the administrator to easily understand and 

manage students learning conditions. In this study, therefore, we proposed an edu-

cational support system that uses an image processing technology called template 

matching, which converts image data into text data and makes it possible to man-

age students learning conditions. 
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1.は じ め に

近 畿 大 学 経 済 学 部 は平 成18年 度 よ り高 等 学 校 で必 修 教 科 「情 報 」 の履 修 を終 え た学 生 が

入 学 して く るた め,IT教 育 の 見 直 しを 行 って きた。

そ の 一 つ に はITリ テ ラ シー 教 育 の 基 礎 固 め の た め に,授 業 の カ リキ ュ ラ ム の 中 に資

格 を取 得 で き る もの を設 定 し,目 標 に 向 け て学 習 で き る環 境 作 りを構 築 して き た。 リテ ラ

シ ー 教 育 と し て の 資 格 試 験 はMicrosoftOfficeSpecialistやMicrosoftCertified

ApplicationSpecialist試 験 を 目標 に し,学 期 末 に 学 内 会 場 で 実 施 で き る体 制 を築 い た。

ま た,ア カ デ ミッ クプ ライ ス 制度 とITAcademy制 度 を組 み 合 わせ る こ とで,学 外 受 験

よ り も安 価 な受 験 料 で の受 験 が可 能 とな り多 くの学 生 に受 験 して も らえ る状 況 とな った。

学 生 が授 業 を ま じめ に受 講 した上 で,資 格 取 得 す るた め に は良 質 な テ キ ス トが必 要 で あ

る。 そ の た め,テ キ ス トの選 考 に は多 くの 時 間 を費 や して検 討 した。 現 在 利 用 して い る

MCAS試 験 用 テ キ ス トはFOM出 版 の 「MCAS公 認 テ キ ス ト&問 題 集 」(Word,Excel,

PowerPointの 各 版)で あ る。 この テ キ ス トは試 験 出題 範 囲 を適 格 に分 析 した非 常 に良 質

な テ キ ス トで,本 試 験 に沿 った模 擬 問題 で充 実 した もの とな って い る。 学 生 が本 テ キ ス ト

を利 用 して,し っか り学 習 す れ ば合 格 に結 びつ く もの とな って い る。 しか しな が ら,個 人

学 習 ス タ イ ル の テ キ ス トの た め,学 生 が どの よ うな進 行 で学 習 を行 って い るか,ど の よ う

な 問題 で誤 って い る等 の学 習 管 理 を教 員 側 で行 う こ とが で き な い。

多 くの学 生 を合 格 させ るた め に は学 習 状 況 等 を管 理 す る こ とで適 切 な指 導 を行 う こ とが

で き る もの で あ る が,一 一般 的 に そ の機 能 を付 加 す る に は この良 質 な テ キ ス トに付 い て い る

模 擬 問 題 を最 初 か ら システ ム と して作成 す る必 要 が あ る。 限 られ た 時 間 の 中で そ れ らを我 々

自身 で作 成 す るに は非 常 に 困難 で あ る。 ま た,す で に存 在 す る良 質 な テ キ ス トを利 用 しな

い こ と も勿 体 な い もの で あ る。

そ こで,本 論 は この良 質 な テ キ ス トを利 用 した上 で学 生 の学 習 管 理 も行 う こ とが で き な

い か を検 討 した。 この テ キ ス トの学 習 状 況 は各 学 生 の画 面 に最 終 的 に画 像 デ ー タ と して 出

力 され る。 この画 像 デ ー タ か ら画 像 処 理 技 術 の テ ンプ レー トマ ッチ ング を使 用 して テ キ ス

トデ ー タへ 変 換 し,学 習 状 況 等 を管 理 す る教 育 支 援 シス テ ム を構 築 した もの で あ る。 す な

わ ち,市 販 され て い る良 質 な テ キ ス トを有 効 利 用 した上 で学 習 管 理 等 も行 う こ とが で き る

シス テ ム の提 案 で あ る。
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2.MCAS試 験の概要 と本学の対応 力 リキ ュラム

MCAS(MicrosoftCertifiedApplicationSpecialist)試 験 は マ イ ク ロ ソ フ トが 認 定

して い るMicrosoftOffice2007やWindowsVistaの 利 用 ス キ ル を 認 定 す る資 格 試 験

で あ る。 試 験 科 目 は表1の とお りで あ り,MicrosoftOfficeの 主 要 ア プ リケ ー シ ョ ン ソ

フ トで あ るWord,Excel,PowerPoint,Accessを 含 む6科 目の試 験 で 構 成 さ れ て い る。

試 験 内容 は各 ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トの基 礎 的 な操 作 が修 得 で き て い る か を 問 う内容 で

コ ン ピ ュー タ を使 った 実 技 試 験 で あ る。 い わ ゆ るCBT(ComputerBasedTesting)試

験 で あ り,試 験 時 間50分 を実 施 した後,即 座 に合 否 の結 果 と得 点 が表 示 され る もの とな っ

て い る。

ま た,表2は 本 学IT関 連 科 目の うち,MCAS試 験 に対 応 した カ リキ ュ ラ ム の科 目一

覧 で あ る。1年 配 当 は 主 要Office系 ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トで あ るWord,Excel,

PowerPointの 科 目を 開 講 し,3年 配 当 と して デ ー タベ ー ス ソ フ トの 操 作 で あ るAccess

に対 応 した 授 業 を 開 講 して い る(1)。この う ち,本 学 で も っ と も力 を 入 れ て い る ア プ リケ ー

シ ョ ン ソ フ トはExcelで あ り,学 部 共 通 科 目 と して 経 済 学 部 生 全 員 が 受 講 して い る。

MCAS試 験 のExcel科 目の試 験 範 囲 は表3の とお りで あ る。

表1MCAS試 験科 目

科目名

UsingMicrosoft⑪OfficeWord2007

UsingMicrosoft⑪OfficeExcel⑪2007

UsingMicrosoft⑱OfficePowerPoint⑪2007

UsingMicrosoft⑪OfficeAccess2007

UsingMicrosoft⑪OfficeOutlook⑬2007

WindowsVista⑱fortheBusinessWorker

試験内容

日本 語 ワ ー プ ロ

表計算

プ レゼ ンテ ー シ ョ ン

デ ー タベ ー ス

電子 メール

OS

試験時間

50分

問題数

約20～35問

約30～40問

表2MCAS試 験 に対応 した開講科 目

開講学年

1年 前期

1年 後期

1年 前期

3年 前期

科目名

コ ン ピュ ー タ実 習1

コ ン ピュ ー タ実 習II

コ ン ピュ ー タ実 習 皿

コ ンピュータ特修実習 皿

授業概要

Word入 門

Excel入 門

PowerPoint入 門

Access入 門

目標IT資 格

MCASUsingMicrosoft⑪OfficeWord2007

MCASUsingMicrosoft⑭OfficeExcel2007

MCASUsingMicrosoft⑭OfficePowerPoint2007

MCASUsingMicrosoft⑪OfficeAccess2007
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表3MCASExcelの 試 験 範 囲(3)

大区分

データを作成,操 作す る

データと内容 の書式 を設定す る

数式を作成および編集する

データを視覚 的に表示す る

データの共有 とセキュ リテ ィの

設定 をす る

概要

オ ー トフ ィル を使 っ た

デ ー タ の作 成 や セ ル や

ワ ー ク シ ー トの操 作 を

行 う。

ワークシー トやセルの

書式設定 やテーブルの

操作 を行 う。

数式 の設定 のための相

対参照 や絶対参照 を理

解 し,セ ル範 囲へ の名

前 の定義 を行 う。 これ

らの知識 を活用 した数

式 や関数 を使 ってデー

タの各種集計操作 を行

う。

グラフの作成 および条

件付き書式を使 ったデー

タ表示 を行 う。 データ

ベ ース機能 を使 った並

べ替 え操作 も行 う。

ブ ックの操作 を行 い,

データ共有操作 につ い

て行 う。 また,印 刷設

定 の操作 も行 う。

小区分

オ ー トフ ィル で デ ー タ を入 力 す る

データの信頼性 を確保す る

セルの内容 と書式 を編集す る

ワーク シー トの表示 を変更す る

ワ ー ク シー トを管 理 す る

ワーク シー トの書式 を設定す る

行 と列 を挿入 および編集す る

セルとセルの内容 に書式 を設定す る

テーブルに書式 を設定す る

数式の参照先

数式 を使 ってデータの集計 をす る

小計 を利用 してデータを集計す る

条件付 き数式 を使 ってデータを集計す る

数式 を使 ってデータを検索す る

数式に条件付き論理を使う

数式 を使 って文字列 の書式設定 や編集 を

行 う

数式 を表示,印 刷す る

グラフを作成 および書式設定す る

グラフを編集す る

条件付き書式を適用する

図を挿入 および編集す る

デ ー タ を ま とめ る

データの並べ替 えおよび抽 出を行 う

ブ ックの変更 を管理す る

ブ ックを保護 および共有す る

ブ ックを配布す るための設定 を行 う

ブ ックを保存す る

デ ー タ,ワ ー ク シ ー ト,ブ ック を 印刷 設

定 す る

さて,こ の よ うな カ リキ ュ ラ ムの も と,平 成18年8月 よ り学 内試 験 と してMOS試 験,

平成20年8月 よ りMCAS試 験を実施 してきた。表4は 過去6回 学内で実施 した本学経

済 学 部 の 実施 状 況 で あ る(2)。ま た,平 成20年8月 と平 成21年2月 に実 施 した ア プ リケ ー シ ョ

ン ソ フ ト別 の合 格 者 数 は表5の とお りで あ る。 な お,平 成20年8月 と平 成21年2月 の試 験

よ り,カ リキ ュ ラ ム の 関 係 上,MOS,MCAS試 験 を 開 催 して い る。 これ 以 前 はMOS
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試験のみである。

受験者人数である表4か らもわかるように,毎 回300人 以上の経済学部生が受験 してお

り,回 を増す ごとに受験者数 も増加傾向である。合格率 も80%以 上を確保 しており,直 近

の21年2月 の試験では受験申込者数 も500名 を超え,合 格率も90%台 に到達 した。表5か

らは平成20年 度のアプリケーションソフト別の合格状況であるが,本 学部が力を入れてい

るExcelの 試験には,年 間をとお して459名 の合格者を誕生させた。

このようにIT教 育のカリキュラムを改め,ITの 資格取得にMOS,MCAS試 験の

学内受験体制を設定 したことで,多 人数の学生が社会的に評価 される資格を取得すること

ができ,教 育効果 も増大 していると考えている。また,多 くの合格者を出し,高 い合格率

を導 くためには,選 定 したテキス トの活用が大きく貢献 していると考えられる。 さらに,

これらの結果より優れたものにす るためには,何 らかの工夫が必要 と感 じている。

現状の授業の中に,学 生の学習進行状況や誤 りやすい問題等の分析を通 じて的確な指導

体制が構築できれば,よ りよい授業の展開をはかることが可能であると考えられる。そこ

で,現 状の教材ではデータを収集す ることができないため,外 部アプリケーションシステ

ムを構築す ることで,学 習状況管理が可能 となるシステムの提案を行 っていきたい。

表4経 済学部のMOS・MCAS実 施状況

実施

H18。8.2-3

H19.2.15-16

H19。8.2-3

H20。2.15-16

H20.8.4-5

H21。2.9-10

申込

335

472

441

444

493

501

受験

320

450

422

424

473

478

合格

287

380

366

368

422

448

不合格

33

70

56

56

51

30

欠席

15

22

19

20

20

23

合格率

89.7%

84.4%

86.7%

86.7%

89.2%

93.7%

表5平 成20年 度 のアプ リケーシ ョン別合格状況

H20.8.4-5

H21.2.9-10

合 計

MOS(Ver.2003)

Word

9

11

20

Excel

9

5

14

Access

20

2

22

Power

Point

5

11

16

Word

Expert

13

34

47

Excel

Expert

121

38

159

MCAS(Ver。2007)

Word

126

47

173

Excel

3

283

286

Power

Point

116

17

133

合格

422

448

870
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3.テ ンプ レー トマ ッチ ン グ

画 像 処 理 の分 野 に お い て特 定 形 状 の画 像 を抽 出す る方 法 の一 つ に テ ンプ レー トマ ッチ ン

グ が あ る。2つ の 画 像 で あ る マ ッチ ング対 象 画 像F(i,j)と テ ンプ レー ト画 像T(i,j)

を重 ね て い き,両 者 が 同 じ もの で あ る か ど うか を判 定 す る もの で あ る。2つ の画 像 の違 い

で あ る残 差Rは 式(1)で 示 され る。

　　　 　　ユ

R一 Σ Σ[F(Lj)-T(Lj)]2

j=Oi=0

(1)

残 差Rは,マ ッチ ング対 象 画 像Fと テ ンプ レー ト画 像Tの 座 標(i,j)が(o,o)か ら

(m,n)で 構 成 さ れ て い る場 合,(0,0)か ら(m-1,n-1)ま で のFとTの 画 素 値 の差 を

求 め,そ の 累 乗 の 和 を求 め る もの で あ る。 例 え ば,n=m=2と し,(i,j)=(0,0)の 時,

Fの 画 素 値 が255,Tの 画 素 値 が255,(i,j)一(1,0)の 時,Fの 画 素 値 がo,Tの 画 素 値

がo,(i,j)=(o,1)の 時,Fの 画 素 値 がo,Tの 画 素 値 がo,(i,j)=(1,1)の 時,F

の画 素 値 が255,Tの 画 素 値 が255と す る と残 差Rは0と な る。 残 差Rが0と な れ ば2つ の

画 像 が完 全 に一 致 した こ とに な り,一 致 しな い場 合 は残 差 が正 の数 とな る。 残 差Rが0に

な る位 置 を探 索 す る こ とで,完 全 に一 致 した マ ッチ ング対 象 画 像Fと テ ンプ レー ト画 像T

の座 標 を求 め る こ とが で き る。

図1テ ン プ レー トマ ッ チ ン グ
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例 え ば,図2に 示 す マ ッチ ング 対 象 画 像 で あ る 「2009/04/19」 を テ ン プ レー ト画 像 で

あ る 「0」～ 「9」 を利 用 して マ ッチ ング を実 施 した もの が 図3で あ る。 マ ッチ ング対 象 画

像 サ イ ズ が59×9ピ クセ ル,各 数 字 の テ ンプ レー ト画 像 サ イ ズ は5×9ピ クセ ル で あ る。

図3は 「0」 の テ ンプ レー ト画 像 を マ ッチ ング対 象 画 像 に対 して探 索 を行 って い る図 で

あ る。 テ ンプ レー ト画 像 を マ ッチ ング対 象 画 像 に重 ね て い き,残 差 が0に な る位 置 を探 索

す る。 残 差0に な る位 置 は座 標(6,0)(10,8),(12,0)(16,8),(30,0)(34,8)

の3カ 所 とな る。 次 に テ ンプ レー ト画 面 で あ る 「1」～ 「9」 ま で を順 番 に処 理 を行 い,残

差0に な る位 置 は テ ンプ レー ト画 像 「1」 が1カ 所,テ ンプ レー ト画 像 「2」 が1カ 所,

テ ンプ レー ト画 像 「4」 が1カ 所,テ ンプ レー ト画 像 「9」 が2カ 所 とい う結 果 が 図4に

表 示 され る。 よ って,テ ンプ レ ー トマ ッチ ング の 処 理 に よ りマ ッチ ン グ対 象 画 像 が 数 値

20090419と して 出力 させ る こ とが で き る。 表6は テ ンプ レー トマ ッチ ング処 理 の サ ンプ ル

プ ログ ラ ム で あ り,そ の結 果 フ ォー ム が 図4で あ る。

マ ッチ ン グ対 象 画 像(59×9pixel)

テ ン プ レー ト画 像(5×9pixel)

呈[口口≡〕ノ臼4/19

011≡ 〔ヨ4EEE7El9

図2マ ッチング対象画像 とテンプ レー ト画像

図3テ ンプ レー ト画像 の移動

ワo∩ 〆 ワ9∩ 、
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表6テ ンプ レー トマ ッチングのサンプルプ ログラム

PublicGlassForm1
miAslntegerD
mjAslntegerD
mlAslntegerD
mkAslntegerD
mpixcel_bufAsLongD
mr _pixcelAslntegerD
mg _pixcelAslntegerD
mb-pixcelAslntegerD
mcol -bufAsLongD
mgray _pixcelAslntegerD
mtDat(9,9,5)AslntegerD
mmDat(9,59)AslntegerD
mstructureBitmapAsBitmapD
mpixelValueAsColorD
mSX,SYAslntegerD
mRX,RYAslntegerD
msAslntegerD
mfilenameAsStringD
mgoukeiAsLongD
mzansaAslntegerD
mkekkaAsStringD

マッチング対象画像x方 向ルー プ変数

マッチング対象画像y方 向ルー プ変数

テンプレー ト画像x方 向ループ変数

テンプレー ト画像y方 向ループ変数
ビッ トマ ップ画素値バ ッファ
red画 素値

green画 素値
bIue画 素値

力ラー変数バ ッファ

グ レー画素値
テンプレー ト画像(0-9)配 列
マッチング対象画像

ビッ トマ ップ構造体

ビッ トマ ップ画素値

テンプレー ト画像サイズ
マッチング対象画像サイズ

テンプレー ト数値画像読込ループ変数

テンプレー ト画像ファイル名
残差の合計

残差

結果表示

PrivateSubButton1 _CIick(ByVaIsenderAsSystem.Object,ByVaIeAsSystem.EventArgs)HandIesButton1,CIick
'テ ンプ レー ト画 像 読 込

SX=PictureBox1.Width

SY=PictureBox1.Height

Fors=OTog

fiIename="F:¥デ ジタ ル画 像 処理¥mcasgazou¥kazu¥"&s&".bmp"

structureBitmap=Image.FromFiIe(fiIename)

ForI=OToSX-1

Fork=OToSY-1

pixeIVaIue=struGtureBitmap.GetPixeI(1,k)

pixcel-buf=pixelValue.ToArgbO

b-pixceI=(pixceI-bufAnd&HFF)

g_pixceI=(pixceI_bufAnd&HFFOO)/&H100

r_pixcel=(pixcel_bufAnd&HFFOOOO)/&H10000

gray_pixcel=0.298912*r_pixcel+0,586611*g_pixcel+0.114478*b_pixcel

tDat(s,k,1)=gray _pixceI

Next

Next

Next

'マ
ッチ ング 対象 画 像 読込

RX=PictureBox11.Width

RY=PictureBox11.Height

structureBitmap=PictureBox11.Image

Fori=OToRX-1

For」=OToRY-1

pixeIVaIue=structureBitmap.GetPixeI(i,」)

pixcel_buf=pixelValue,ToArgbO

b_pixGeI=(pixceI_bufAnd&HFF)

g-pixceI=(pixceI-bufAnd&HFFOO)/&H100

r_pixceI=(pixceI_bufAnd&HFFOOOO)/&H10000

gray_pixcel=0.298912*r_pixcel+0.586611*g_pixcel+0114478*b_pixceI

mDat(」,i)=gray _pixceI

Next

Next

'マ ッチ ング 分析

Fors=OTog

Fori=OToRX-5

goukei=O
ForI=OToSY-1

Fork=OToSX-1

zansa=(mDat(1,i+k)-tDat(s,1,k))*(mDat(1,i+k)-tDat(s,1,k))

goukei=goukei+zansa

Next

Next

lfgoukei=OThenkekka=kekka+ _

("数 値"&s&"("&i+k-1-5+1&","&1-1-9+1&
") 一("&i+k-1&" ,"&1-1&")"&_

System.Environment.NewLine&System.Environment.NewLine)

Next

Next

TextBox1.Text=kekka

EndSub

PrivateSubButton2 -CIick(ByVaIsenderAsSystem.Object, ByVaIeAsSystem.EventArgs)HandIesButton2,CIick

Me.CloseO

EndSub
EndClass
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テ ンプ レー トマ ッチ ングを用 いた教育支援 システムの提案(田 中)

図4テ ンプ レー トマ ッチング結果

4.開 発 システムの概要

教材 として利用 しているFOM出 版 「MCAS公 認テキス ト&問 題集」 は模擬問題用

のCD-ROMが 付属している。これは本試験と同様な画面および操作で問題が実施でき,

問題内容 も厳選 された良問である。 この模擬問題を教材 として利用す ることで学生への受

験指導に役立てることができるが,ど のような解答を行 ったかの結果は,各 学生の画面に

画像データとして表示されるだけであって,数 値や文字情報 として回収することができず,

教員側 にデータを集計することができない。図5はMCASExcel2007の 第1回 模擬試

験問題の結果画面である。 この画面からもわかるように,何 時に実施 して所要時間がどの

くらいかかり,問 題1か ら問題25ま での各設問の正誤がどのような状況で正答率がいくら

であるかが画像データとして表示 される。受験指導するにあたり,ど れぐらい時間をかけ

て学習 したか,ど のような問題で間違いがあるか,ど れぐらいの正答率で解答 しているか

等の情報が集計できれば,教 員側にとっては学習指導上,非 常に役立てられると考えられ

る。そこで,こ の画像データを活用 して学習状況のデータを収集す る仕組みを検討す るこ

とにした。

このシステムの仕組みは試験結果の画像データからテキス トデータに変換す るものであ
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図5MCAS模 擬試験Excel2007の 試験結果画面

ファイル変更検知監視プログラムの

常駐起動

FOM模 擬問題プログラムの起動

模擬i問題の開始

試験結果の画像データ表示

模擬問題採点画面をクリップボード
へ転送

模擬問題の終了

ファイル変更検知監視プログラムの
終了

採点プログラムの起動

模擬問題採点画面をクリップボード
より取り込み

画像データから採点結果をテキスト
データに変換

End
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テ ンプ レー トマ ッチ ングを用 いた教育支援 システムの提案(田 中)

る。 図6は 開発 シス テ ム の 流 れ 図 で あ る。 まずFOM模 擬 問 題 を 開始 す る にあ た って試

験 結 果 画 面 を ク リ ッフ.ボー ドヘ キ ャブ.チャーす る タ イ ミング を コ ン トロー ルす る必 要 が あ

る。 このFOM模 擬 問題 は,終 了 時 に ア プ リケ ー シ ョンが 利用 して い た テ ン ポ ラ リー フ ァ

イ ル を 【C:¥Users¥ユ ー ザ ア カ ウ ン ト名¥AppData¥Local¥Temp】 フ ォル ダ か ら削 除

す る仕 組 み とな って い る。 この点 に着 眼 して,そ の フ ォル ダ 内 の フ ァイ ル が 削 除 され た段

階 に画 面 の ス ク リー ンキ ャプ チ ャー を取 り込 む プ ログ ラ ム を 開発 した。 つ ま り,図6の ①

に あ る 「フ ァイ ル変 更 検 知 監 視 プ ロ グ ラ ム」 をFOM模 擬 問 題 起 動 前 に 常 駐 プ ロ グ ラ ム

と して起 動 して お き,FOM模 擬 問 題 終 了 時 の テ ンポ ラ リー フ ァイル 削 除 の状 況 を検 知 し

て模 擬 問題 採 点 画 面 を ク リ ップ ボ ー ドに転 送 す る こ と に した。 そ の後,図6の ⑦ に あ る

「フ ァイ ル 変 更 検 知 監 視 プ ロ グ ラ ム」 を 終 了 させ,「 採 点 プ ログ ラ ム」 を起 動 し,ク リ ップ

ボ ー ドか ら模 擬 問題 採 点 画 面 を取 り込 み,画 像 デ ー タ か ら採 点 結 果 を テ キ ス トデ ー タ に変

換 す る処 理 を行 う。

FOM模 擬 問 題 フ.ログ ラ ム は図7の タ ス ク マ ネ ー ジ ャの ア ブ.リケ ー シ ョ ンタ ブ に,他 の

ア プ リケ ー シ ョ ンが起 動 して い る場 合,図8の 「起 動 中 の ほ か の ア プ リケ ー シ ョ ンをす べ

て終 了 して くだ さい」 とい うメ ッセ ー ジが表 示 され,起 動 に失 敗 す る。 そ の た め,こ の模

擬 問題 プ ログ ラ ム起 動 時 は 図9の タ ス クマ ネ ー ジ ャの ア プ リケ ー シ ョ ンタ ブ に他 の ア プ リ

ケ ー シ ョ ンが起 動 して い な い状 況 で な い と起 動 で き な い。 通 常 のWindowsア ブ.リケ ー

シ ョ ンの場 合,起 動 した ア プ リケー シ ョ ンが あ る場 合,図7に 示 す よ うに タス クマ ネー ジ ャ

の ア プ リケ ー シ ョ ンタ ブ に ア プ リケ ー シ ョ ンが表 示 され て しま う。 しか し,先 ほ ど述 べ た

よ うに模 擬 問題 プ ログ ラ ム の終 了 時 に画 面 の ス ク リー ンキ ャプ チ ャー を実 施 しな い と試 験

結 果 の画 像 情報 が取 得 で き な い。 そ の た め,工 夫 した形 態 で模 擬 問題 プ ログ ラ ム の起 動 前

図7タ ス ク マ ネ ー ジ ャ(ア プ リケ ー シ ョン タ ブ)
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第7巻 第1号

に監 視 プ ログ ラ ム の常 駐 起 動 が必 要 とな る。

そ こで,図7の タ ス クマ ネ ー ジ ャの ア ブ.リケ ー シ ョ ンタ ブ に表 示 され る の で は な く図10

に示 す タ ス クマ ネ ー ジ ャの プ ロセ ス タ ブ に表 示 で き る監 視 プ ログ ラ ム の 開発 が必 要 とな っ

た。 一 般 的 に フ.ロセ ス に表 示 され る フ.ログ ラ ム はバ ッ クグ ラ ウ ン ドで実 行 され る こ とに な

るの でWindowsサ ー ビス プ ロ グ ラ ム と して の 開発 が 必 要 と考 え た が,今 回 の よ う に ク

リ ッ フ.ボー ドを 経 由 す る ア プ リケ ー シ ョ ン に はWindowsサ ー ビ ス フ.ログ ラ ム の 開 発 に

は不 向 きで あ る とい う こ とが判 明 した。 そ の た めWindowsサ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム と して

の 開発 を断 念 した。

検 証 した と ころ 図9に 示 す よ う に タス クマ ネー ジ ャの ア プ リケ ー シ ョン タブ に表 示 せ ず,

図10に 示 す タ ス クマ ネ ー ジ ャの プ ロセ ス タ ブ に の み表 示 す る に は,フ ォー ム クラ ス で実 現

す る こ とが確 認 で き た。 フ ォー ム クラ ス を使 用 す る場 合,フ ォー ム の非 表 示 で処 理 を行 え

ば,タ ス クマ ネ ー ジ ャの ア プ リケ ー シ ョ ンタ ブ に は表 示 されず,プ ロセ ス タ ブ の表 示 で実

現 で き る こ と が 確 認 で き た 。 そ こ で,今 回 の シ ス テ ム は フ ォ ー ム非 表 示 のWindows

図8FOM模 擬問題の エラー画面

図9タ ス ク マ ネ ー ジ ャ(ア プ リケ ー シ ョン タ ブ)
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テ ンプ レー トマ ッチ ングを用 いた教育支援 システムの提案(田 中)

図10タ ス ク マ ネ ー ジ ャ(プ ロセ ス)

Applicationで 開 発 し,バ ック グ ラ ウ ン ドの 監 視 で き る プ ロ グ ラ ム と して処 理 を行 う こ と

に した。

5.テ ンプ レー トマッチングを利用 した試験結果画面の探索

前 章 で み た よ うに,あ らか じめ模 擬 問題 採 点 画 面 の画 像 デ ー タ と して ク リ ップ ボ ー ドに

取 り込 ん で お き,模 擬i問題 プ ログ ラ ム終 了後 に採 点 プ ログ ラ ム を起 動 させ る。

この プ ログ ラ ム で は,図5に あ る採 点 画 面 か ら表7に あ るア プ リケ ー シ ョ ン ロ ゴ と選 択

試 験 問題 番 号 と実 施 日,所 要 時 間,採 点 結 果 の各 項 目を テ ンプ レー トマ ッチ ング処 理 に よ

りテ キ ス トデ ー タへ 変 換 す る もの で あ る。

図5の 採 点 画 面 は カ ラ ー表 示 画 面 とな って い る。 そ の た め,グ レー画 像 に変 換 し2値 化

処 理 を行 い 白黒 画 面 に加 工 して い る。 表7に あ る テ ンプ レー ト画 像 もあ らか じめ 同様 の処

理 を行 って お り,白 黒 画 像 に対 して残 差 を求 め,残 差 が0の 場 合,画 像 が一 致 して い る と

判 断 して い る。

本 論 文 で はFOMの 模 擬i問題 の う ち,現 在 利 用 して い るWord,Excel,PowerPoint

3種 類 の テ キ ス トに付 属 して い る もの を対 象 と して い る。 どの ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トを

実 施 したか を 判 断 す る た あ,3種 類 の ロゴ を テ ンプ レー トと して マ ッチ ン グを行 う。 また,

Wordと 他 の2種 類 の ア プ リケ ー シ ョンで あ るExcel,PowerPointは 画 面 の座 標 軸 が異

な って お り,選 択 試 験 問題 番 号,実 施 日,所 要 時 間,採 点 結 果 の マ ッチ ング を行 う とき,

表7の 座 標 軸 の始 点 座 標 軸 の位 置 情 報 を活 用 した。

選 択 試 験 問題 番 号 は1か ら5ま で とな って い るの で そ れ ぞ れ の数 値 の テ ンプ レー トを準
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表7抽 出項 目の座標軸

始点座標軸

抽出項目 テ ンプ レー ト画像
Word

ア プ リケ ー シ ョ ンロ ゴ

MOFIEiWor己2[[[[7

(95×9pixel)

MO昌5Eエo已12[[[[7

(97×9pixe1)

MO昌 呂Fl]w已rFl]int2[[[[7

(130×9pixel)

Excel

PowerPoint

選択試験問題番号

実

施

日

所
要

時

間

採
点

結

果

年(第1文 字 目)

年(第2文 字 目)

年(第3文 字 目)

年(第4文 字 目)

月(第1文 字 目)

月(第2文 字 目)

日(第1文 字 目)

日(第2文 字 目)

時(第1文 字 目)

時(第2文 字 目)

分(第1文 字 目)

分(第2文 字 目)

問題1(1)

問題1(2)

問題1(3)

問題2(1)

問題2(2)

問題2(3)

o
問題24(1)

問題24(2)

問題24(3)

問題25(1)

問題25(2)

問題25(3)



テ ンプ レー トマ ッチ ングを用 いた教育支援 システムの提案(田 中)

備 しマ ッチ ング処 理 を行 った。 実 施 日の年(4桁),月(2桁),日(2桁)お よ び所 要 時

間 の 時(2桁),分(2桁)も 同 様 に数 値 の テ ンプ レー ト画 像 に対 して マ ッチ ング処 理 を

行 った。 採 点 結 果 につ い て は 問題1か ら問題25に つ い て そ れ ぞ れ設 問1か ら3に つ い て マ

ル,バ ツ,ナ シの テ ンプ レー ト画 像 を準 備 し,75ケ 所 につ い て マ ッチ ング処 理 を行 った。

問題 番 号 に よ って設 問数 が異 な る た め,ナ シの テ ンプ レー トも準 備 す る必 要 が生 じた。

表7に あ る抽 出項 目を順 番 に テ ンプ レー トマ ッチ ング で読 み取 り,そ の デ ー タ を い った

ん配 列 に テ キ ス トデ ー タ と して格 納 して お き,全 て の マ ッチ ング処 理 を行 う。 図5の 画 像

デ ー タ を マ ッチ ング した 試 験 結 果 が 図11の 試 験 結 果 画 面 で あ る。 現 在 日付 と現 在 時 刻 は

DateString,TimeStringプ ロパ テ ィでPCの シス テ ム か ら取 得 した もの を 表示 し,ユ ー

ザ ー名(学 籍 番 号)はWindowsロ グオ ン した と きの ユ ー ザ ーIDをSystem。Environ一

現在日付

現在時創

ユーザ名
〔学霜番号)

アプ1」ケーう1ヨン

問題番号

実施日

所要時間

正答車

図11テ ンプ レー トマ ッチング処理 で出力 したデータ
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ment.UserNameよ り取得 し表示 している。アプリケーション,問 題番号,実 施 日,所

要時間はそれぞれテンプレー トマッチングにより取得 した値を表示 している。また,各 問

題の正誤は正解が0,不 正解が×,設 問なしが■で表示 し,回 答率は正解問題数を(正 解

問題数+不 正解問題数)で 除 した値に100を掛けたものを小数点以下四捨五入で表示しパー

セント形式で示 したものである。 この計算式で計算 した値は試験結果の画像データに表示

される正答率の値 と一致 することを確認 した。

このように,試 験結果画面の画像データをテンプレー トマッチング処理によってテキス

トデータに変換することが実現できた。

6.お わ り に

MCAS試 験受験指導のためには,本 来であれば教育支援機能をもったシステムを一か

らの作成す る必要がある。 しかし,既 に充実 した教材があり,か つ効果が認められる状況

であれば,そ れを利用 しない手はない。現在利用 している教材は個人学習スタイルのテキ

ス トのため,ど のような進行で学習が進んでいるかについての状況把握は残念ながらでき

ない。 さらに教育効果を上げるためには各学生の学習状況がどの程度進んでいるかを把握

する必要があると考えた。

そこで,本 論は現在利用 している教材を有効活用 しつつ,外 部アプリケーションを構築

することで学習状況が把握できるシステムを開発 し,効 率的な教育支援 システムの導入法

を提案 したものである。一般的に教材に付属 している学習 システムの結果画面は数値や文

字情報ではなく画像情報 として出力 される。数値や文字情報であれば,そ れを利用 して即

座に情報の集計を行 うことができるが,画 像情報の場合には単純にいかない。そこで,画

像情報を数値や文字情報に置き換える手法 としてテンプレー トマッチング処理で実施す る

提案を行 ってきた。今回のシステムはFOM出 版のMCAS試 験問題集におけるWord,

Excel,PowerPointに ついて構築 したが,MCAS以 外のCBT方 式である教材を使 って

画像情報を数値や文字情報 として取 り組むことも可能 と考えられる。 これが実現できれば

市販 されている有用な教材を有効活用 しつつ,現 場での教育支援を行 うシステムの構築が

短期間で効率的に運用できると思われる。今 日のように,ITの 進化が目まぐるしい状況

において,ア プリケーションも早期にバージョンアップされていき,そ の教材を最初から

作成するには時間的に限界がある。そこで今回のような画像データを使 ったシステムの提

案を行いたい。

-748(748)一



テ ンプ レー トマ ッチ ングを用 いた教育支援 システムの提案(田 中)

今回の論文では画像情報を取 り出す部分について開発を行 ったが最終的にはこのデータ

を活用 して教育支援プログラムの開発が必要である。 この点については次の機会に委ね,

取得 したデータを活用 して,ど のような教育効果が出てきたかについても分析 してみたい

と考 え て い る。

注

(1>平 成21年 度 の コ ン ピ ュー タ特 修 実 習 皿1はAccess2003を 学 習 す るMOS試 験 対 象 の

科 目 とな って い る。 な お,平 成22年 度 よ りMCAS試 験 対 応 に な る予 定 で あ る。

(2)近 畿 大 学 学 園 全 体 に お い て は,平 成18,19,20年 度 の 各 年 度 にMOS,MCAS試 験

を毎 年 約2,500実 施 して き た 。 そ の結 果,受 験 試 験 数 が 「大 学 ・短 期 大 学 部 門 」 で3年

連 続 日本 一 位 とな りグ ラ ンプ リ トロ フ ィー を頂 き表 彰 を受 け て い る。 ま た,経 済 学 部 は

他 学 部 と比 較 して在 籍 者 比 率 で毎 回一 番 多 くの受 験 者 数 とな って い る。

(3>試 験 実 施 機 関 で あ る株 式 会 社 オ デ ッセ イ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンズ のMCAS公 式HP

を 参 考 に 作 成 し た も の で あ る 。(http://msbc.odyssey-com.co.jp/msbc/mcas/excel

2007.html)
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